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3区 第 1遺構面完掘状況
(南から撮影)

3区西壁④ 土層堆積状況
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4区 第 1遺構面完掘状況
(南東から撮影)
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4区 SE1001検出状況
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6区 SB1004遺物出土状況
(北から撮影)

6区 SB1004完掘状況
(東から撮影)
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(南西から撮影)
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7区 第 1遺構面完掘状況
(南から撮影)

7区  SM1003・ SM1004
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調査成果

(1)調査区の配置と基本層序 (付図21・ 22第406図 )
南庄遺跡は名東遺跡の北側に隣接する。調査区は

南半を 1区、北半を2区、北東部を3区 として区分

した。調査地は、かつて旧日本陸軍の射撃場跡地で

あり、現在は徳島県立森林林業研究所として利用さ

れている。現地表下には研究所造成時の客土、造成

前の水田土壌、さらに下層に射撃場造成土が堆積し、

包含層と遺構面の大部分が削平されていた。整地層

は南から北へ向かって緩やかに下りの傾斜が見られ

る。調査区の南北両端の距離約135mでの比高差は、

約80cmであつた。

包含層は黒褐色のシルト層、遺構検出面はオリー

ブ褐色または黄褐色 (2.5Y5/4)の シルト層である。各調査区で検出された遺構数は、第9表の通りである。

(2)遺構 と遺物
南庄遺跡の調査時においては、戦前の整地層が全面にわたって検出され、その下層から遺構面が確認

された。遺跡全体の遺構数は、掘立柱建物 4棟、竪穴住居 1軒、溝状遺構25条、柵列 6基、土坑36基、

柱穴65基、自然流路 4条、土娠墓 1基、性格不明遺構 2基である。なお溝状遺構など、複数の調査区に

またがった遺構は、主となる調査区のみを集計した。

①遺構の概要 (付図23・ 24 第 9表 )

1区は南庄遺跡の南半分にあたり、南端は名東遺跡と接する。竪穴住居 1棟、溝状遺構16条、土坑12

基、柱穴13基、自然流路 3条、土墳墓 1基、性格不明遺構 1基を検出した。

2区は遺跡の北半部分にあたる。掘立柱建物 2棟、溝状遺構 8条、柵列 6列、土坑16基、柱穴43基、

自然流路 1条、性格不明遺構 1基である。

3区は 1区の北東部にあたる。掘立柱建物 2棟、溝状遺構 l条、土坑 8基、柱穴 9基である。

南側の 1区では、溝状遺構が多く、北側の 2、 3区では掘立柱建物を含む柱穴や土坑が多い傾向が見

られる。

②掘立桂建物

掘立柱建物 (SA1001)(第407・ 408図 )

検出場所 2区  ε―Ⅳ・R-18、 19およびS-18、 19グ リッド
形態 。規模 梁間 l間 (2.55m)×桁行 3間 (6.8m)、 床面積17.34ゴの側柱建物である。建物の主軸方
向は Nll° Wである。南西隅の柱は溝状遺構 (SD1020)に よって切られている。
土層 各柱穴の堆積は暗灰黄色、オリーブ褐色などのシルトで、粘質土を含む。3～ 6層に細分した。

置構の種類 1区 2区 3区 合計

掘立柱建物 (SA) 0 ９

守 2 4

竪穴住居 (SB) 1 0 0

溝状遺構 (SD) 16 8 1 25

柵アJ(SG) 0 6 0 6

土坑 (SK)
９

留 16 8 36

柱穴 (SP) 13 つ
υ
刀
仕 9 65

自然流路 (SR) 3 1 0 4

土壊墓 (ST) l 0 0 1

性格不明遺構 (SX) 1 1 0 ９

留

第 9表 南庄遺跡 遺構数一覧表

―-377-―
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EPl
l 皓オリーブ掲色 (25Y3/3)シル ト
粘質土を含む
2 晴オリーブ褐色 (2.5Y3/3)シ ル ト
粘質土を含む
3 晴灰黄色 (25Y4/2)シル ト
粘質土を含む
4 黄掲色 (25Y5/3)シ ル ト
粘質上を含む
5 オリーブ掲色 (2.5Y4/4)シ ル ト
粘質上を含む

EP4
1 黒掲色 (2.5Y3/2)シ ル ト
粘質土を含む
2 オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト
粘質土を含む
3 暗オリーブ掲色 (2.5Y3/3)粘 質土

EP7
1 にぶい黄掲色 (10YR4/3)粘 質土
2 皓オリーブ褐色 (25Y3/3)粘質土
3 黒褐色 (2.5Y3/2)粘 質土
4 オリーブ褐色 (25Y4/4)シル ト
粘質土を含む
5 黄褐色 (25Y5/3)シル ト
粘質土を含む
6 黄褐色 (25Y5/4)シ ル ト
粘質とを合む

0                         10om

第408図 SA1001 EP7 出土遺物

第407図  SA1001 平・断面図
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第410図 SA1002EP3 出土遺物

L=5500m l

黄掲色 (25Y5/3)シ ル ト 粘質土を含む
黄掲色 (25Y5/4)シ ル ト 粕質土を含む

にぶい黄色 (25Y6/3)シ ル ト 粘質上を含む
黄掲色 (25Y5/4)シ ル ト 粘質土を含む
黄褐色 (25Y5/3)シ ル ト 粘質上を含む

灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 粘質上を含む
暗灰責色 (25Y4/2)シル ト 粘質土を含む
オリーブ掲色 (2.5Y4/3)シ ル ト 粘質土を含む
黄掲色 (25Y5/3)シル ト 粘質土を含む

0                    2m

132

第409図 SA1002 平・断面図

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 1は黒色土器 A類の椀である。

時期 9世紀後半と考えられる。

掘立柱建物 (SA1002)(第409。 410図 )

検出場所 2区  ε―Ⅳ・T-18、 19グ リッド

形態 。規模 梁間 1間 (1.98m)×桁行 1間 (3.98m)、 床面積7.88だの側柱建物である。建物の主軸方

向は正方位の南北方向である。

土層 各柱穴の進積は黄褐色、にぶい黄色などのシルトで、粘質上を含む。 2～ 4層に細分した。

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。

出土遺物 2は黒色土器 B類の椀の底部破片である。

時期 10世紀と考えられる。
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オリープ褐色 (25Y4/3)シ ル ト 粘質上を含む
オリーブ掲色 (2.5Y4/4)シ ル ト 粘質上を含む
黄掲色 (26Y5/3)粘質土

暗オリーブ褐色 (25Y3/3)シ ル ト 粘質上を含む
黄褐色 (25Y5/3)シ ル ト 粘質土を含む

シル ト 粘質土を含む
シル ト 粘質上を含む

オリーブ掲色 (25Y4/3)シル ト 粘質上を含む
黄掲色 (2.5Y5/3)シ ル ト 粘質土を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト 粘質土を含む
責褐色 (2.5Y5/6)シ ル ト 粘質土を含む

L=5500m

第411図 SA1003 平・断面図

掘立柱建物 (SA1003)(第411図 )

検出場所 3区  ε―Ⅳ・R、 S-20グ リッド

形態・規模 梁間 1間 (2.89m)× 桁行 2問 (6.14m)、 床面積 17.74だの側柱建物である。建物の主軸

方向は N30° Eである。建物の東半は調査区外に位置する。

上層 各柱穴の堆積は暗オリーブ褐色、暗灰責色などのシルトで、粘質上を含む。 2～ 4層に細分した。

Ｙ
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色
色
掲
掲
黄
黄
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EPl
l 暗灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
粘質土を含む
2 暗灰黄色 (25Y5/2)シル ト
粘質土を含む
3 灰オリーブ (5Y4/2)粘土

EP2
1 オリーブ黒色 (5Y3/1)シ ル ト
粘質上を合む
2 灰オリーブ (5Y4/2)シ ル ト
粘質土を含む
3 オリーブ黒色 (5Y3/2)シ ル ト
粘質土を含む

EP3
1 オリーブ黒色 (5Y3/1)シル ト
粘質土を含む
2 暗オリーブ色 (5Y4/4)シル ト
粘質上を含む
3 灰オリーブ (5Y4/2)シ ル ト
粘質土を含む

ω
］
ユ
ω

L=5500m l

灰オリーブ (5Y4/2)シ ル ト
粘質土を含む
灰色 (5Y4/1)シ ル ト 粘土
オリーブ掲色 (25Y4/4)シル ト
粘質上を含む

灰オリーブ (5Y4/2)シ ル ト
粘質土を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト
黒掲色ブロックを含む
黄褐色 (25Y5/6)シル ト
粘質上を含む
オリーブ褐色 (25Y4/4)シ ル ト
粘質土を含む
灰オリーブ (5Y4/2)シ ル ト
粘質土を含む

2m

第412図 SA1004 平・断面図

遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。
出土遺物 図化できる遺物は出上していない。
時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、古代と推測される。

掘立柱建物 (SA1004)(第412図 )

検出場所 3区  α―Ⅳ・A-19、 20グ リッド

形態 。規模 梁間 1間 (2.40m)×桁行 2間 (3.29m)、 床面積7.90だの側柱建物である。建物の主軸方
向は N38° Eである。西側の角の柱は調査区外に位置する。

上層 各柱穴の堆積はオリーブ褐色、黄掲色などのシルトで、粘質土を含む。 3～ 5層に細分した。
遺物出土状況 出土状況を図化できたものはない。
出土遺物 図化できる遺物は出土していない。

時期 同一遺構面の遺構の時期を考慮すると、古代と推測される。

A-20よ り北へ2m
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AB oCDベル ト
1 黒褐色 (25Y3/2)シル ト
2 皓オリーブ掲色 (25Y3/3)シル ト
8 晴灰黄色 (25Y4/2)シ ル ト
4 オリーブ褐色 (25Y4/3)シ ル ト
5 オリーブ掲色 (2.5Y4/4)シ ル ト
6 黄掲色 (25Y5/3)シル ト
7 黄掲色 (25Y5/3)シル ト
8 黄掲色 (25Y5/4)シル ト (EDl)

第413図 SB1001 平・断面図
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